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2020年度山下記念研究賞表彰（概要）
詳細は学会Webページ（https://www.ipsj.or.jp/award/yamashita.html）をご覧ください．

　山下記念研究賞は，これまでは研究賞として本会の研究会およ
び研究会主催シンポジウムにおける研究発表のうちから特に優秀な
論文を選び，その発表者に贈られていたものですが，故山下英男先
生のご遺族から学会にご寄贈いただいた資金を活用するため，平成 
6 年度から研究賞を充実させ，山下記念研究賞としたものです．受
賞者は該当論文の登壇発表者である本会の会員で，年齢制限はあり
ません．本賞の選考は，表彰規程，山下記念研究賞受賞候補者選定
手続および山下記念研究賞推薦内規に基づき，各領域委員会が選
定委員会となって行います．本年度は 36 研究会の主査から推薦さ
れた計 51 編の優れた論文に対し，慎重な審議を行い決定の上，理
事会（2020 年 7 月）および調査研究運営委員会に報告されたもの
です．本年度の下記受賞者は，3 月に開催される第 83 回全国大会
で表彰されます．

［コンピュータサイエンス領域］
●  時系列データの shapeletsを学習する partial AUCの最大化手法
 ［データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2020）
（2020/3/2）］（データベースシステム研究会）

　山口晃広君（正会員）

● 交通経済学に基づく人の時間価値を考慮したタクシー配車戦略
の最適化

 ［データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2020）
（2020/3/3）］（データベースシステム研究会）

　引間友也君（正会員）

● 探索に基づくローカルリファクタリングの検出
 ［2020-SE-204（2020/3/2）］（ソフトウェア工学研究会）
　筒井湧暉君（正会員）

● 重み付きグラフの最大マッチング問題における脳型計算を用い
た近似解法の検討

 ［2020-ARC-240（2020/2/28）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　上野洋典君（学生会員）

● 動的スクリプト言語の高効率実行を目的としたプロセッサアーキ
テクチャの拡張

 ［2020-ARC-240（2020/2/28）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　眞下　達君（正会員）

● 低アクセスレイテンシを実現する不揮発メモリ向けユーザー空
間ファイルシステム

 ［コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2019）（2019/12/11）］
（システムソフトウェアとオペレーティング・システム研究会）

　松沢敬一君（学生会員）

● ビアスイッチ FPGAの部分的再構成における書き換えスイッチ
数の最小化

 ［DA シンポジウム 2019（2019/8/28）］（システムと LSI の設計
技術研究会）

　土井龍太郎君（正会員）

● MOSFETの統計的選択によるレファレンス不要な CMOS温度
センサの設計

 ［2019-SLDM-189（2019/11/13）］（システムと LSI の設計技術研
究会）

　原田彰吾君（学生会員）

● 実対称帯行列の固有値問題に対する分割統治法の分割戦略 
 ［2019-HPC-169（2019/5/10）］（ハイパフォーマンスコンピュー

ティング研究会）
　廣田悠輔君（正会員）

● 大規模GPUクラスタにおけるResNet-50/ImageNet学習の高速化
 ［2019-HPC-170（2019/7/24）］（ハイパフォーマンスコンピュー

ティング研究会）
　本田　巧君（正会員）

● Centaurus: A Just-in-Time Parallel-Parser Generator for Ad hoc 
Data Processing

 ［（2019/7/26）］（プログラミング研究会）
　佐藤重幸君（正会員）

● 観測範囲に制限のある条件下で収集された移動履歴データを用
いたマルコフ連鎖パラメタの推定手法

 ［2019-MPS-126（2019/12/12）］（数理モデル化と問題解決研究会）
　幸島匡宏君（正会員）

● Autoware on Many-core Platform: NoCベース組込みメニーコ
アプロセッサ向け自動運転プラットフォーム

 ［組込みシステムシンポジウム（ESS2019）（2019/9/6）］（組込み
システム研究会）

　安積卓也君（正会員）

［情報環境領域］
● アンライセンスバンドを使う LPWA規格の実フィールドでの比
較評価

 ［2019-DPS-179（2019/5/24）］（マルチメディア通信と分散処理
研究会）

　高橋　幹君（正会員）

● 大規模環境における攻撃グラフを活用したセキュリティ対策立
案方式

 ［マルチメディア通信と分散処理ワークショップ（DPSW2019）
（2019/11/4）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）

　井ノ口真樹君（正会員）

● ウェアラブルコンピューティングにおける聴力自在化技術の提案
 ［インタラクション 2020（2020/3/9）］（ヒューマンコンピュータ

インタラクション研究会）
　渡邉拓貴君（正会員）

● 飲食サービス業における VR業務訓練システムの開発
 ［2020-HCI-187（2020/3/16）］（ヒューマンコンピュータインタラ

クション研究会）
　大槻麻衣君（正会員）

● 防護動機理論に基づく IoTを用いた土砂災害関連情報計測シス
テムの評価

 ［2020-IS-151（2020/2/28）］（情報システムと社会環境研究会）
　上山遥路君（正会員）

https://www.ipsj.or.jp/award/yamashita.html
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● Author-Oriented Book Recommendation Using Linked Open 
Data for Improving Serendipity

 ［2020-IFAT-137（2020/2/15）］（情報基礎とアクセス技術研究会）
　翁　仁楼君（正会員）

● Line Segment Detectorを用いたカメラキャリブレーションの高
精度化に関する検討

 ［2020-AVM-108（2020/2/28）］（オーディオビジュアル複合情報
処理研究会）

　鶴崎裕貴君（正会員）

● Cognometric方式画像認証のユーザ設定に関する調査
 ［2019-GN-108（2019/5/10）］（グループウェアとネットワーク 

サービス研究会）
　石井健太郎君（正会員）

● 飲酒による認知機能への影響を活用する発散的思考技法の検討
 ［2020-GN-110（2020/3/16）］（グループウェアとネットワーク 

サービス研究会）
　下村賢人君（正会員）

● LSTMを用いた大規模イベント向けBLE屋内位置推定手法の検討
 ［2019-MBL-91（2019/5/24）］（モバイルコンピューティングと 

パーベイシブシステム研究会）
　浦野健太君（学生会員）

● クラウドセンシングによる屋内Wi-Fi APの 3次元位置推定手法
 ［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2019）
（2019/7/5）］（モバイルコンピューティングとパーベイシブシス
テム研究会）

　天野辰哉君（学生会員）

● 再帰型ニューラルネットワークへのモデル抽出攻撃の精度評価
 ［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2019）
（2019/7/3）］（コンピュータセキュリティ研究会）

　竹村達也君（学生会員）

● ユーザのセキュリティ対策行動における心理的な要因の影響評価
 ［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2019）（2019/10/22）］
（コンピュータセキュリティ研究会）

　佐野絢音君（正会員）

● ブロックチェーンの Proof-of-workの計算資源を利用して最適
化問題の解探索を行うプロトコル

 ［2019-ITS-79（2019/11/22）］（高度交通システムとスマートコミ
ュニティ研究会）

　柴田直樹君（正会員）

● 部屋全域への無線電力伝送に向けたマルチモード準静空洞共振器
 ［2019-UBI-62（2019/6/7）］（ユビキタスコンピューティングシス

テム研究会）
　笹谷拓也君（学生会員）

●相変化材料を用いた熱電発電機構により駆動される高温域で動
作可能な IoTセンサの理論解析

 ［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2019）
（2019/7/3）］（ユビキタスコンピューティングシステム研究会）

　池田夏輝君（正会員）

● 分散型MQTT Brokerを活用したコンポーネント選択手法の比
較評価

 ［インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2019）（2019/12/5）］
（インターネットと運用技術研究会）

　安田和磨君（学生会員）

● Transtracer: 分散システムにおける TCP/UDP通信の終端点の監
視によるプロセス間依存関係の自動追跡

 ［インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2019）（2019/12/6）］
（インターネットと運用技術研究会）

　坪内佑樹君（正会員）

● スマートフォン利用時の不快感を用いた危険なWebサイトに対
する警告インタフェースの実装

 ［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2019）
（2019/7/4）］（セキュリティ心理学とトラスト研究会）

　大塚亜未君（正会員）

● 360度インターネット生放送における視聴者 POVキャプチャを
用いたコミュニケーション支援手法の提案

 ［2019-CDS-25（2019/5/31）］（コンシューマ・デバイス＆システ
ム研究会）

　齊藤義仰君（正会員）

● 敵対的生成ネットワーク（GAN）を用いた似顔絵生成手法の検討
 ［2020-DCC-24（2020/1/24）］（デジタルコンテンツクリエーショ

ン研究会）
　中島悠輔君（学生会員）

［メディア知能情報領域］
● 階層的な注意機構に基づき統語的な先読みを行う文圧縮
 ［2019-NL-243（2019/12/5）］（自然言語処理研究会）
　上垣外英剛君（正会員）

● 不完全な効用情報下での交渉問題における受け入れ戦略
 ［2020-ICS-199（2020/3/24）］（知能システム研究会）
　谷口直也君（正会員）

● A Novel Catadioptric Ray-Pixel Camera Model and its 
Application to 3D Reconstruction

 ［2019-CVIM-217（2019/5/30）］（コンピュータビジョンとイメー
ジメディア研究会）

　川原　僚君（正会員）

● 符号化露光画像を用いた人物の行動認識
 ［2020-CVIM-220（2020/1/24）］（コンピュータビジョンとイメー

ジメディア研究会）
　大河原忠君（正会員）

● DeepRemaster: Temporal Source-Reference Attentionを用いた
動画のデジタルリマスター

 ［Visual Computing（VC2019）（2019/6/27）］（コンピュータグ
ラフィックスとビジュアル情報学研究会）

　飯塚里志君（正会員）

● 福笑いキャラクタの作成による著作権教育
 ［2019-CE-150（2019/6/8）］（コンピュータと教育研究会）
　布施　泉君（正会員）

● 幼稚園児のビスケットプログラムをつかった作品の表現の分析
 ［2019-CE-152（2019/11/17）］（コンピュータと教育研究会）
　渡辺勇士君（正会員）
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● Single Interface for Music Score Searching and Analysis 
(SIMSSA) Project: Optical Music Recognition Workflow for 
Neume Notation

 ［人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2019）
（2019/12/15）］（人文科学とコンピュータ研究会）

　藤永一郎君（正会員）

● 文化×バイオ×コンピュータでの解析 ─言語類型論に基づく言
語データベースとゲノムデータの統合的解析の提案─

 ［2020-CH-122（2020/2/1）］（人文科学とコンピュータ研究会）
　松前ひろみ君（正会員）

● 音楽音響信号に対するラベル・テクスチャ分離型変分自己符号
化器を用いた半教師ありコード推定

 ［2019-MUS-124（2019/8/28）］（音楽情報科学研究会）
　呉　益明君（学生会員）

● DPGMMと敵対的学習に基づく話者の違いに頑健な特徴抽出と
ゼロリソース音声認識での評価

 ［2019-SLP-128（2019/7/19）］（音声言語情報処理研究会）
　樋口陽祐君（学生会員）

● 音声認識のためのプライバシー保護音響モデル学習法
 ［2019-SLP-129（2019/10/11）］（音声言語情報処理研究会）
　太刀岡勇気君（正会員）

● EUにおけるプラットフォーム規制の現状と課題
 ［2019-EIP-85（2019/9/19）］（電子化知的財産・社会基盤研究会）
　寺田麻佑君（正会員）

●どうぶつしょうぎを用いた AlphaZeroの手法の調査
 ［ゲームプログラミングワークショップ（GPW-19）（2019/11/9）］
（ゲーム情報学研究会）

　中屋敷太一君（学生会員）

● ブレインツリー : 頭部での植物の成長を表現する触覚インタ 
フェース

 ［エンタテインメントコンピューティング（EC2019）（2019/9/20）］
（エンタテインメントコンピューティング研究会）

　平野祐也君（正会員）

● フローサイトメトリーデータ解析ための方向制限付きアースムー
バー距離の効率的な計算法

 ［2020-BIO-61（2020/3/13）］（バイオ情報学研究会）
　奥　牧人君（正会員）

● 概念マップ作成の自己説明としての命題－映像区間対応付け演
習の設計・開発

 ［2019-CLE-28（2019/6/1）］（教育学習支援情報システム研究会）
　林　雄介君（正会員）
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● 論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.61 No.11（Nov. 2020）

【特集：エンタテインメントコンピューティング】
■	特集「エンタテインメントコンピューティング」の編集にあたって	 	

	 鈴木　優
■ World	Wide	Web のゲーム化とその効用 *	　　　　	白井良成	他
■		GameControllerizer:	既存ディジタルゲームへの入力をプログラ

ミングするためのミドルウェア	 　　　栗原一貴	他
■	接触による力学的反応を自動生成するアバター	 杉森　健	他
■	音声エンタテインメントからのウェブ音声マイニングの可能性		

	 山西良典		他
■	ダンスゲーム譜面の特性分析とクラスタリングに基づく特徴的

な譜面の自動生成	 辻野雄大	他
■	ソフトウェアエフェクタを利用した同一機材を必要としない機

械学習によるエレキギター音色の自動再現手法の検討	
	 	 有山大地	他

【一般論文】
■	メビウスの反転公式を用いた織物組織図の数え上げ	 松浦　勇
■	Point	Location	Conversion	in	Distance	Cartogram	Construction	

Based	on	Vector	Field	Analysis †	 Takeshi	Miura	他
■	口コミから美味しい料理店を手早く探すシステム *　	 市村　哲
■ Improvement	of	Neural	Reverse	Dictionary	by	Using	Cascade	

Forward	Neural	Network	 Yuya	Morinaga	他

■	没入型ディスプレイを用いたパッシブなパノラマ映像の視聴が
ユーザの認知活動に及ぼす影響	 市野順子	他

■	側弯症の呼吸運動による有限要素法を用いた体幹変形に関する
研究	 加藤浩仁

*：推薦論文　Recommended	Paper
†：テクニカルノート　Technical	Note

● 論文誌トランザクション掲載論文リスト
（Nov. 2020）

 【論文誌 コンピューティングシステム Vol.13 No.3】
■	マルチ GPU 環境におけるハイブリッド粗粒度タスク並列処理	
	 	 渡辺智之	他
■		OpenCL プログラミングを用いた並列 FPGA 処理システムの性

能評価	 	藤田典久	他
■	Multi-Hybrid	Accelerated	Simulation	by	GPU	and	FPGA	on	

Radiative	Transfer	Simulation	in	Astrophysics
	 	 Ryohei	Kobayashi		他
	

	 	

広告を IPSJ メールニュースで配信しています．本会会員が主な読者なので，ターゲットを絞った広告に最適です．
 
　　●配 信 数：約 32,000 通（原則毎週月曜日配信）
　　●読 者 層：本会会員および非会員
　　●形 式：テキストのみ．等幅半角 70 字× 5行．URL を入れてください．
　　●掲載位置：ヘッダ（目次の上）
　　　　　　　　フッタ（本文の最下行）
　　●掲 載 料：ヘッダ：1回 50,000 円（税抜）※ 3社限定
　　　　　　　　フッタ：1回 20,000 円（税抜）
　　　　　　　　※それぞれ行数超過については別途相談
　　●申 込 先：［広告代理店］
　　　　　　　　アドコム・メディア（株）E-mail: sales@adcom-media.co.jp
　　　　　　　　〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27　Tel(03)3367-0571　Fax(03)3368-1519
　　　　　　　　または，情報処理学会 会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Tel(03)3518-8371
　　●申込締切：毎週水曜日締切，翌週月曜日配信となります．
　　●見 本：
　　　　　　　　　━［広告］━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■　　○○セミナー　　■■■
　　　　　　　　　開催日時：1月 10 日（火）・11 日（水）・12 日（木）13：00 〜 17：00
　　　　　　　　　会場：○○コンベンションセンター
　　　　　　　　　会費：情報処理学会会員の方には割引があります．
　　　　　　　　　詳細はこちらをご覧ください：http://www........com/
　　　　　　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━［広告］━

IPSJ メールニュースへ広告を出しませんか？

mailto:sales@adcom-media.co.jp
mailto:editj@ipsj.or.jp
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10382
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10034&count=20&order=7&pn=1


今月の会員の広場では，9 月号へのご意見・ご感想を紹介いたします．
まず，巻頭コラム「スポーツとテクノロジーの繊細な未来」については，
以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■予算のないチームが有効性を実証し，予算の潤沢なチームが
取り入れて常勝化することに納得し，危惧も感じた．	（匿名希望）

■スポーツと技術に関する巻頭コラムには大変共感した．どのよ
うな技術が開発・実用されているのか，一度特集してほしい．また，
技術がルールに与えた影響など，実例があれば紹介してほしい．	
	 （伊藤雅樹）

報告「未踏の第 26 期スーパークリエータたち」については，以下のよ
うなご意見・ご感想をいただきました．

■技術紹介だけではない面白さがあった．	 （山田亜紀子）

■技術は素晴らしいが，ふと悲しくなる内容のものもあった．
	 （匿名希望／ジュニア会員）

■スーパークリエータの紹介記事は，その優れた成果や成長ぶ
りを温かなまなざしや熱い視線でもって紹介してくれているため，
読んでいてわくわく，うれしくなりました．	 （柏野和佳子）

小特集「情報化社会のニューノーマル」については，以下のようなご意
見・ご感想をいただきました．

■小特集の「教育のオンライン化」の各記事ですが，すごく良い
ことを取り上げているのに，文章量が少なすぎてうまく伝わらな
かったように思います．	 （風間一洋）

■情報化社会のニューノーマルの小特集は，リモート環境が突然
メインとなり，対面で解決していたことをすべてオンラインで対応
する必要に迫られた中で，どのようなツールがどのような課題を
解決したのか，現場の状況を垣間見ることができ，非常に参考に
なった．可能であれば，海外の事例も知りたかった．（佐伯嘉康）

■時宜を得た特集で，特に視聴覚障碍者支援などは目配りが素
晴らしいと感じた．	 （匿名希望）

■オンライン授業をする側の先生方の感想が面白かったです．
	 （匿名希望／ジュニア会員）

「0．編集にあたって」
■今の動向に焦点を当てるスタンスが良かった．	 （匿名希望）

「2.4.　オンライン授業における体育実技の可能性」
■「オンライン授業における体育実技の授業方法はブルーオー
シャンである」という可能性と前向きなコメントがとても響く．す

べてのオンライン授業にでも言えることで，さまざまな創意工夫
を行ってチャレンジし，共有していくことが大事だと感じる．
	 （笹部聖也）

「3．コロナウイルスが引き起こした日本のテレワーク化」
■就活のときの参考になるため良い資料になった．
	 （匿名希望／ジュニア会員）

■記事内容が表面的．せっかくテレワークを事業にしている会社
なら，	具体的にどのようなサービスの需要が高まり，今後どのよ
うな	サービスを検討しているとか，ユーザはどんな工夫をしてい
ると	いった，具体的に役に立つ情報を提供してほしかった．
	 （伊藤雅樹）

トピックス「研究会推薦博士論文速報」については，以下のようなご
意見・ご感想をいただきました．

■掲載する文章を「推薦文」にしたために，研究内容の的確な
解説になっていないものが多かった．	 （風間一洋）

連載「ゼロからはじめるアルゴリズム：アルゴリズムを見よう」につい
ては，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■アルゴリズムはあまり深く勉強したことがなかったのですが，
面白いツールも紹介されていて興味が湧きました．連載とのこと
なので次回も楽しみです．	 （匿名希望）

教育コーナー「ぺた語義」については，以下のようなご意見・ご感想
をいただきました．

■教育コーナーの内容は，先月号の特集に含めるか，少なくとも
先に掲載されるべき内容ではないだろうか．	 （匿名希望）

「意気のいい先生，育ってます」
■これは本会が取り上げてアピールすべき問題です．	（風間一洋）

「高校を卒業する前に」
■別コーナー等でもう少し深く掘り下げてほしい．	 （匿名希望）

■著者の思いが伝わってきました．	 （匿名希望）

連載「情報の授業をしよう !：『3 つの疑い』から始めよう　高校情報
科のデータサイエンス」については，以下のようなご意見・ご感想を
いただきました．

■授業の参考になった．	 （匿名希望）

■武善先生の記事は非常に勉強になりました．私は高校を卒業し
て20年以上経ちますので，最近の情報の授業で，統計がある程
度の深さまで教えられているということ自体を知らなかったので
すが，その統計の授業をさまざまに工夫し，より腹落ちできるよ
うにデザインされているという取り組みに大変感銘を受けました．
統計は仮説検定などのように腹落ちするのに時間がかかる分野
でありながら，実務ではかなり重要な技術分野だと思いますので，
この取り組みが広がっていくといいなと思いました．	（服部充洋）

連載「IT 紀行：特別編　リモートあるある」については，以下のような
ご意見・ご感想をいただきました．

■リモートあるあるネタの中でも順位が低いものばかり．
	 （笹部聖也）

会員会員のの広場広場
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皆様にとって会誌をより役立つものとするため，
　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言
　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言
など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．
なお，「道しるべ」については
<URL：https://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/michishirube.html>で
これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．
※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめご了承ください．
なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り
扱いいたします．　<URL：https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html>

応募先　　〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台1-5　化学会館 4F　
　　　　　一般社団法人　情報処理学会　会誌編集部門　E-mail	:	editj@ipsj.or.jp　Fax	(03)	3518-8375　
　　　　　https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

■ 1ページ減でさびしかったです．	 （匿名希望）

■《連載：IT 紀行》は今号くらいのゆったりとしたコマ割りだと
とても見やすく読みやすく感じました．	 （柏野和佳子）

学会活動報告「情報技術の国際標準化と日本の対応」については，以
下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■重要なことを報告しているのに，使っている言葉が一般会員と
違いすぎて理解されにくいので，もう少し分かりやすい言葉で書
いていただきたいです．	 （風間一洋）

連載「ビブリオ・トーク：プレイヤー・ピアノ」については，以下のよ
うなご意見・ご感想をいただきました．

■とても興味をそそられました．一度読んでみたい，と思います．	
	 （松浦満夫）

その他については以下のようなご意見やご要望をお寄せいただきました．

■コロナ禍における学会運営や授業の失敗体験の記事も掲載す
ることで，コミュニティとしての知見がより深まるように思う．	
	 （匿名希望）

■引き続き，情報処理教育の事例等を取り上げていただけました
ら幸いです．	 （川口雅司）

■ゲームの技術に関する特集があれば読みたいです．
	 （匿名希望／ジュニア会員）

■今回は浅いながらも多くの文献の概要が掲載されており，知
的興味が大変掻き立てられました．	 （匿名希望）

■今月号に限らずプログラミング教育に関する記事が最近多い気
がしています．会誌の中心的な立ち位置はやはり研究ではないか
と思っています．	 （匿名希望）

■いつもより充実していた記事が多かった気がする．	（匿名希望）

■ポストコロナ時代に向けて情報処理がどのように貢献できそう
か，やや近めの未来を予想した話題を読んでみたい．（匿名希望）

■博士号取得のポイント，のような特集は作れないものでしょうか？	
	 （木村良一）

■機械学習の新技術についてもっと取り上げてほしい．（匿名希望）

■タイムリーなテーマを特集に取り上げているのがよい．（金子雄介）

■ディジタルマーケティングについてもっと知りたいです．（匿名希望）
■インフラの運用管理についての特集が読みたいです．（匿名希
望 36）

オンライン版で読みたい記事，期待するコンテンツについて以下のような
ご意見やご要望をお寄せいただきました．

■過去における情報技術の創生期の記事を閲覧したいと思います．	
	 （川口雅司）

■プログラミングの学習をしているので，今後どのような言語が
普及するのか知りたい．	 （匿名希望／ジュニア会員）

■オンライン環境があまりよくなく，負担が大きいので，オンラ
イン版は使用したくない．	 （巫召鴻）

■図にアニメーションを使ったり，ハイパーリングが活用できた
りすると強みとなると思う．	 （匿名希望）

■ビデオによる技術の解説があるとよい．	 （匿名希望）

■関連する過去記事とリンクして読めると便利かもしれないと思
います．	 （匿名希望）

■インタビューのオンデマンド配信など．	 （木村良一）

■ Jupyter	notebook 的なものがついていてサンプルコードを自
由にいじって実行できるようなコンテンツ．	 （匿名希望）

■アフターコロナで（情報）社会がどのように変化するのか．
	 （匿名希望／ジュニア会員）

■オンラインの特性を活かし，非会員でも無料で一部読めるな
どの工夫があると良い．	 （金子雄介）

■「ゼロからはじめるアルゴリズム」に出ていたアルゴリズムを
実際に動かして体験してみたいと思いました．	 （匿名希望）

【本欄担当　鵜川始陽・欅　惇志／会員サービス分野】

ご意見をお寄せ
ください！

▶これらのコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」< URL : https://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載しています．
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	 論文誌「Society	5.0を実現するコンピュータセキュリティ技術」	 11月16日（月）	
	 特集への論文募集		
	 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/21-N.html
	 論文誌トランザクションデジタルプラクティス「快適な運用管理を	 11月18日（水）	
	 支えるインターネットと運用技術」特集への論文募集		
	 https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0104s.html
	 2020年度業績賞候補推薦募集	 12月4日（金）	
	 https://www.ipsj.or.jp/topics/gyoseki_boshu2020.html
		 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム（X）」特集への		12月7日（月）	
	 論文募集	
	 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/21-Q.html
11月13日（金）～	ゲームプログラミングワークショップ	2020（GPW-20）	 7月27日（月）	 	 ★オンライン開催	
11月15日（日）	 https://www.logos.ic.i.u-tokyo.ac.jp/~tsuruoka/sig-gi/gpw/2020/
11月17日（火）～	第192回システムとLSIの設計技術研究発表会	 9月7日（月）	 当日可	 ★オンライン開催	
11月18日（水）	 （デザインガイア2020）	 	 要マイページより申込	
	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/sldm192.html
11月20日（金） 	 連続セミナー 2020「ブロックチェーンの社会実装とそのインパクト」	 	 当日可	 ★オンライン開催	
	 https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2020/	 	 要マイページより申込
11月20日（金） 	 関西支部定期講演会「情報セキュリティに関する最新技術と	 	 定員になり次第	 	★オンライン開催	
	 社会での応用」	 	 （参加無料）	
	 https://kansai.ipsj.or.jp/2020kouen/
11月21日（土）	 情報処理北海道シンポジウム2020	 	 	 ★オンライン開催	
	 https://hokkaido.ipsj.or.jp/info2020/
11月24日（火）～第97回モバイルコンピューティングとパーベイシブシステム・	 9月28日（月）	 当日可	 ★オンライン開催	
11月25日（水）	 第83回高度交通システムとスマートコミュニティ合同研究発表会	 	 要マイページより申込	
	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mbl97its83.html
11月25日（水）～	第180回アルゴリズム研究発表会	 9月15日（火）	 当日可	 ★オンライン開催	
11月26日（木）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/al180.html	 	 要マイページより申込
11月25日（水）～	第91回コンピュータセキュリティ・第40回セキュリティ心理学とトラスト・	10月2日（金）	 当日可	 ★オンライン開催	
11月26日（木）	 第90回電子化知的財産・社会基盤合同研究発表会		 	 要マイページより申込	
	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/csec91spt40eip90.html
11月26日（木）～	第111回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会	 9月14日（月）	 当日可	 ★オンライン開催	
11月27日（金）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm111.html	 	 要マイページより申込
11月27日（金）	 第206回ソフトウェア工学研究発表会		 10月12日（月）	 当日可	 ★オンライン開催	
	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/se206.html	 	 要マイページより申込
11月27日（金）～	第32回教育学習支援情報システム研究発表会	 9月28日（月）	 当日可	 ★オンライン開催	
11月28日（土）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cle32.html	 	 要マイページより申込
12月1日（火）～	 コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2020）	 	 当日可	 ★オンライン開催	
12月2日（水）	 http://www.ipsj.or.jp/sig/os/index.php?ComSys2020	 	 要マイページより申込
12月2日（水）	 連続セミナー 2020「実世界のインタラクションを支える	 	 当日可	 ★オンライン開催	
	 ファブリケーションとアクチュエーション技術」	 	 要マイページより申込	
	 https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2020/
12月2日（水）～	 第246回自然言語処理・第134回音声言語情報処理合同研究発表会	 10月9日（金）	 当日可	 ★オンライン開催	
12月3日（木）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/nl246slp134.html	 	 要マイページより申込
12月3日（木）～	 インターネットと運用技術シンポジウム	 9月14日（月）	 	 ★オンライン開催	
12月4日（金）	 https://www.iot.ipsj.or.jp/symposium/iots2020/	 	 要マイページより申込
12月3日（木）～	 第29回コンシューマ・デバイス＆システム研究発表会		 10月19日（月）	 当日可	 ★オンライン開催	
12月4日（金）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cds29.html	 	 要マイページより申込
12月4日（金）～	 第14回アクセシビリティ研究発表会		 10月29日（木）	 当日可	 ★オンライン開催	
12月5日（土）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/aac14.html	 	 要マイページより申込
12月7日（月）	 第64回バイオ情報学研究発表会	 10月29日（木）	 当日可	 ★オンライン開催	
	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/bio64.html	 	 要マイページより申込
12月8日（火）～	 第190回ヒューマンコンピュータインタラクション・	 10月16日（金）	 当日可	 淡路夢舞台国際会議場	
12月9日（水）	 第68回ユビキタスコンピューティングシステム合同研究発表会	 	 要マイページより申込	 and/or	オンライン	
	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci190ubi68.html
12月11日（金）	 第119回ドキュメントコミュニケーション研究発表会			 10月18日（日）	 当日可	 ★オンライン開催	
	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/DC119.html	 	 要マイページより申込

IPSJ カレンダー

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地

※新型コロナウイルス感染症拡大を受け，開催方法の変更，開催中止などの可能性がありますので，最新情報を Web でご確認いただきますよ
うお願いいたします．
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https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci190ubi68.html
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/DC119.html
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［トピックス］

10月15日	 会誌のハイブリッド刊行に向けて

10月15日	 人材募集情報（Vol.61	No.11）

10月15日	 会誌「情報処理」Webカタログ（Vol.61	No.11）

10月13日	 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム (X)」特集	論文募集

10月12日	 第 3 回中高生情報学研究コンテスト申込受付を開始しました

10月 9日	 2021年	IPSJ/IEEE	Computer	Society	Young	Computer	Researcher	Award	候補者推薦募集

10月7日	 2020 年度論文賞候補論文推薦募集

10月 6日	 論文誌「デジタル社会の情報セキュリティとトラスト」特集	論文募集

10月 6日	 論文誌「人文科学とコンピュータ」特集	論文募集

10月 5日	 2020 年度業績賞候補推薦募集

9月25日	 2020 年度小中高教員【秋】のキャンペーン

9月24日	 2021年	IPSJ/ACM	Award	for	Early	Career	Contributions	to	Global

Web ページ（https://www.ipsj.or.jp/）更新情報

12月11日（金）	 第55回組込みシステム研究発表会			 10月30日（金）	 当日可	 ★オンライン開催	
	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/emb55.html	 	 要マイページより申込
12月11日（金）～	第58回エンタテインメントコンピューティング研究発表会	 10月31日（土）	 当日可	 福知山公立大学		
12月12日（土）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ec58.html	 	 要マイページより申込	and/or	オンライン
12月12日（土）	 第154回情報システムと社会環境研究発表会	 10月26日（月）	 当日可	 島根県民会館		
	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/is154.html	 	 要マイページより申込	 およびオンライン
12月12日（土）～	人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2020」	 9月7日（月）	 	 ★オンライン開催	
12月13日（日）	 http://jinmoncom.jp/sympo2020/index.html
12月13日（日）	 高齢社会デザイン研究会シンポジウム「新型コロナ影響下の高齢社会デザイン」	 	 	★オンライン開催	
	 http://sigasd.ipsj.or.jp/	 	
12月14日（月）	 連続セミナー 2020「量子コンピュータとソフトウェア」	 	 当日可	 ★オンライン開催	
	 https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2020/	 	 要マイページより申込
12月17日（木）～	第131回数理モデル化と問題解決研究発表会	 10月22日（木）	 当日可	 ★オンライン開催	
12月18日（金）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mps131.html	 	 要マイページより申込
12月21日（月）～	第177回ハイパフォーマンスコンピューティング研究発表会	 10月20日（火）	 当日可	 ★オンライン開催	
12月22日（火）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hpc177.html	 	 要マイページより申込
12月21日（月）～	第172回データベースシステム研究発表会	 10月20日（火）	 当日可	 国立情報学研究所		
12月22日（火）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dbs172.html	 	 要マイページより申込	 and/or	オンライン
12月21日（月）～第185回	マルチメディア通信と分散処理研究会研究発表会	 11月12日（木）	 当日可	 イイテラス	
12月22日（火）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dps185.html	 	 要マイページより申込		 and/or	オンライン
12月25日（金）	 災害コミュニケーションシンポジウム	 	 	 ★オンライン開催	
	 https://www.iwsec.org/spt/	 	
	
2021年
	 論文誌「デジタル社会の情報セキュリティとトラスト」	 2月24日（水）	
	 特集への論文募集		
	 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/21-P.html
	 論文誌「人文科学とコンピュータ」特集	論文募集	 5月11日（火）	
	 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/22-C.html
1月13日（水）～	 第132回プログラミング研究発表会	 11月13日（金）	 当日可	 ★オンライン開催	
1月14日（木）	 https://sigpro.ipsj.or.jp/pro2020-4/	 	 要マイページより申込
1月18日（月）～	 	26th	Asia	and	South	Pacific	Design	Automation	Conference（ASP-DAC	2021）	 	 ★オンライン開催	
1月21日（木）	 http://www.aspdac.com/aspdac2021/
1月21日（木）～	 第224回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会	 11月20日（金）	 当日可	 ★オンライン開催	
1月22日（金）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cvim224.html	 	 要マイページより申込
1月28日（木）～	 第191回ヒューマンコンピュータインタラクション研究発表会	 11月28日（土）	 当日可	 ★オンライン開催	
1月29日（金）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci191.html	 	 要マイページより申込
3月1日（月）～	 第41回セキュリティ心理学とトラスト研究発表会	 	1月13日（水）	 当日可	 沖縄県総合福祉センター	
3月2日（火）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/spt41.html	 	 要マイページより申込	 and/or	オンライン
3月10日（水）～	 インタラクション2021	 	 	当日可	 	学術総合センター	
3月12日（金）	 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/s-hi2021.html	 	 	 一橋講堂
3月18日（木）～	 情報処理学会　第83回全国大会	 　	 	 ★オンライン開催	
3月20日（土）	 https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/83/	 	 	

https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/emb55.html
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ec58.html
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/is154.html
http://jinmoncom.jp/sympo2020/index.html
https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2020/
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mps131.html
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hpc177.html
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dbs172.html
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dps185.html
https://sigpro.ipsj.or.jp/pro2020-4/
http://www.aspdac.com/aspdac2021/
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cvim224.html
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci191.html
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/spt41.html
https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/s-hi2021.html
https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/83/
http://sigasd.ipsj.or.jp/
https://www.iwsec.org/spt/
https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/21-P.html
https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/22-C.html
https://www.ipsj.or.jp/
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有  

料  

会  

告

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

人材募集
（有料会告）

■豊橋技術科学大学情報・知能工学系

募集人員　准教授　1名
所　　属　情報・知能工学系（計算機数理科学分野）
専門分野　情報ネットワーク，ソフトウェア関連，量子計算など
を含む計算基盤分野
応募資格　（1）博士の学位を有し，当該分野において優れた研究
実績を有すること，（2）学部生・大学院生の教育研究指導に創意
と熱意を有する方，（3）英語による講義や学生指導ができる方，
（4）日本語を母語としない場合は，学内諸業務の遂行が可能な日
本語運用能力を有する方
着任時期　2021年 4月 1日以降のできるだけ早い時期
勤務形態　常勤（テニュアトラック制）
提出書類　（1）履歴書，（2）研究業績リスト（著書，審査付き学
術論文，国際会議発表論文，その他等に分類），（3）主要論文別刷 

（5編程度 )，（4）現在までの教育研究活動・学会活動，社会貢献の
説明，および本学着任の場合の教育研究活動への抱負，（5）外部 

資金獲得状況，（6）応募者について所見を伺える方 2名の連絡先
応募締切　2020年 11月 30日（必着）
送 付 先　〒 441-8580 愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘 1-1
豊橋技術科学大学情報・知能工学系　教授　北﨑充晃
「計算機数理科学分野教員（准教授）応募書類在中」と朱書し簡
易書留で送付
照 会 先　同　藤戸敏弘　E-mail: fujito@tut.jp　
Tel/Fax(0532)44-6775

そ の 他　【選考方法】書類審査および面接
詳細は，大学Webページ（https://www.tut.ac.jp/about/docs/

koubor2.9.24_3j.pdf）参照

■広島大学大学院先進理工系科学研究科

募集人員　准教授または助教　1名
所属（配属）　広島大学学術院（大学院先進理工系科学研究科）
専門分野　ビジュアル情報学とその応用に関する研究．特にコン
ピュータグラフィックス・ビジュアライゼーションに関する研究
分野が望ましい
担当科目　主に情報科学部（画像処理，情報データ科学演習等）
ならびに大学院先進理工系科学研究科情報科学プログラム（画像
工学特論，情報科学特別演習等）
着任時期　2021年 4月 1日

任用形態　採用時の業績審査により，テニュア教員（准教授），
テニュアトラック教員（准教授，助教）のいずれかに決定
応募締切　2020年 11月 30日（17:00必着）
送付先／照会先　〒 739-8527 広島県東広島市鏡山 1-4-1
広島大学大学院先進理工系科学研究科　金田和文
E-mail: kin@hiroshima-u.ac.jp　Tel(082)424-7665

そ の 他　詳細は本学Webページ（https://www.hiroshima-u.

ac.jp/employment/kyoinkobo/senshin）をご確認ください

■独立行政法人情報処理推進機構

募集職種　嘱託職員　※詳細はWebページ（https://www.ipa.

go.jp/about/recruit/syokutaku.html）参照
募集人員　各業務区分につき　若干名
（任期：原則，任期付き 1年となるが，雇用期間終了後，業績等
により再雇用することが可能）
所 　　属　情報処理推進機構　社会基盤センター　アーキテク
チャ設計部
専門分野　産業アーキテクチャ設計およびそれに関連する，リ
サーチ，国際連携，基盤研究，人材育成，事業マーケティング，
法制度（※募集している各業務区分となります）
担当科目　授業の担当なし
応募資格　IPAにて推進している産業アーキテクチャの設計領
域（スマート保安，モビリティ分野，自律移動ロボット，その他
の領域も含む）に対し，情報技術の知見を用いて，制度や ITも
含む具体的なアーキテクチャ設計にかかわりたい方
着任時期　応募書類到着から 1～ 2カ月程度が目安（内定後，応
相談）
提出書類　履歴書［IPA様式］（下記Webページ参照）
※Webページ（https://www.ipa.go.jp/about/recruit/syokutaku. 

html）から提出書類のフォームをダウンロードし使用してください
応募締切　2022年 3月 31日
※適任者の採用が決まり次第，募集を締め切ります
送 付 先　〒 113-6591東京都文京区本駒込 2-28-8
文京グリーンコートセンターオフィス 16階
独立行政法人情報処理推進機構　総務部「嘱託公募」担当
※応募書類（履歴書）をご郵送いただく際は，封筒に「嘱託公募
履歴書在中」と朱書き願います
照 会 先　総務部　嘱託公募担当　E-mail: new-emp@ipa.go.jp

Tel(03)5978-7501　Fax(03)5978-7510 

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），
応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，E-mail，
Faxまたは郵送にてお申し込みください．

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 税抜  20,000円（税込  22,000円）
 賛助会員（企業）   税抜  30,000円（税込  33,000円）
 賛助会員以外の企業   税抜  50,000円（税込  55,000円）

 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 税抜 4,000円（税込 4,400円）で同一内容を本
会Webページに掲載できます．

申 込 先 ：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375

 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし 3日以内（土日祝日除く）に
返信がない場合は念のため確認のご連絡をください．

https://www.tut.ac.jp/about/docs/koubor2.9.24_3j.pdf
https://www.tut.ac.jp/about/docs/koubor2.9.24_3j.pdf
https://www.hiroshima-u.ac.jp/employment/kyoinkobo/senshin
https://www.hiroshima-u.ac.jp/employment/kyoinkobo/senshin
https://www.ipa.go.jp/about/recruit/syokutaku.html
https://www.ipa.go.jp/about/recruit/syokutaku.html
https://www.ipa.go.jp/about/recruit/syokutaku.html
https://www.ipa.go.jp/about/recruit/syokutaku.html
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読後のご意見をお送りください

　本誌では，現在約 200 名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，
ご提案をおうかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，毎号巻末に掲載しております所定の
用紙または Web ページ（https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html）をお使いいただき，奮って事務局までお寄せ
ください．

　　一般社団法人 情報処理学会　会誌編集部門
　　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8371
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C O N T E N T S

Preface
 1162 Exploring a New World Interwoven between the 

Virtual and the Physical
  Masahiko OSAWA (Nihon Univ.)

Special	Article
 1164 Fusion of Real Sports and eSports ; Virtual Tour 

de France from the Technical Perspectives
  Ryota NISHIZONO (NTT Communication Science 

Labs.)

Special Features
Information and Disaster Prevention Perspective on the 
Future of Disaster Information Systems by Researchers

 1168 Foreword
  U HIROI (The Univ. of Tokyo)
 1172 Outline

Let's Learn Informatics
 1174 Practice Report : Learn Programming through 

Coding
  Takashi YONEDA (Kobe Univ. Secondary School)

"Peta-gogy" for Future
 1183 Recent Activities of the Information Processing 

Education Committee
  Kenji MATSUNAGA (Senshu Univ.)
 1184 From "Algorithm Experience Game" to 

"Programming Experience Game" - 10-years of 
Algo-Logic and Its Future -

  Yutaka OHYAMA (Japan Electronics and 
Information Technology Industries Association) 

 1180 Questions for Experts
 1188 Biblio Talk
 1190 Skimming a Famous Paper in Five Minutes
 1192 IT Travelog Manga
 1194 Conference Report

	 	
Online Only
10/15  Do Face-to-Face Meetings Compete or Coexist 

with Online Ones?
  Kazuyuki SHUDO (Tokyo Institute of Technology)

Special Features
Information and Disaster Prevention Perspective on the 
Future of Disaster Information Systems by Researchers

 1 Development of an Earthquake Observation 
System and Future Expectation for Young 
Researchers

  Naoshi HIRATA (National Research Institute for 
Earth Science and Disaster Resilience)

 2 Information Platform for Disaster Resilience and 
Expectations for the Future

  Yuichiro USUDA (National Research Institute for 
Earth Science and Disaster Resilience)

 3 Why Do Not Information Systems for Disaster 
Management Work Well in Japan?

  Yasunori HADA (Univ. of Yamanashi)
 4 How to Instill Information Communication 

Technology to Disaster Response in the Future
  Michinori HATAYAMA (Kyoto Univ.)

https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html
mailto:editj@ipsj.or.jp
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ご意見をお寄せください！
【12 月 10 日頃までにお出しください】

　宛　先	 一般社団法人		情報処理学会　モニタ係（下記のいずれからも送付できます）
	 https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html　Fax(03)3518-8375　E-mail:	editj@ipsj.or.jp
	 （E-mail で送信される場合は，10-1-a のようにコードでお答えください）
	 ※ご意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
	 　https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コード］

〔1〕ご氏名

〔2〕ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel.（　　　　　）　　　　　　-

〔3〕E-mail:

〔4〕業種： （a）企業（サービス業）　（b）企業（製造業）　（c）研究機関　（d）教育機関（小・中・高校・高専・大学・大学院など）
 （e）学生　（f）学生（ジュニア会員）　（g）その他 …………………………………………………………………………………………… 4-［ 　　］   

〔5〕職種： （a）研究職　（b）開発・設計　（c）システムエンジニア　（d）営業　（e）本社管理業務
 （f）会社経営・役員・管理職　（g）教職員（小・中・高校・高専・大学・大学院など）　
 （h）学生　（i）学生（ジュニア会員）　（j）その他 …………………………………………………………………………………………… 5-［ 　　］   

〔6〕年齢： （a）10 代　（b）20 代　（c）30 代　（d）40 代　（e）50 代　（f）60 代以上 ……………………………………………………………… 6-［ 　　］   

〔7〕性別： （a）男性　（b）女性 ……………………………………………………………………………………………………………………………… 7-［ 　　］   

〔8-1〕あなたはモニタですか？：（a）はい　（b）いいえ ………………………………………………………………………………………………… 8-1-［ 　　］   

〔8-2〕あなたのご意見は「会員の広場」（会誌および Web）に掲載される場合があります．その場合：
　（a）実名可（氏名のみ掲載）　（b）匿名希望　（c）掲載を希望しない ………………………………………………………………………………… 8-2-［ 　　］   

〔9〕どちらの媒体で記事をお読みになりましたか？
　（a）冊子版　（b）情報学広場（電子図書館）（c）Kindle　（d）Fujisan　（e）その他 ……………………………………………………………… 9-［ 　　］   

〔10〕今月号（2020 年 12 月号）の記事は良かったですか．下記の記事すべてについて評価をご回答ください．
　 ［ a …大変良い　b …良い　c…普通，どちらとも言えない　d …悪い　e…読んでいない ］

巻頭コラム：人とエージェントが織りなす Society X.0 …………………………………………………………………………………………………… 10-1-［ 　　］
特別解説：現実世界と融合した eSports ; バーチャル・ツール・ド・フランスを技術からひもとく　 ……………………………………………… 10-2-［ 　　］
特集：情報と防災
　0.　編集にあたって …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-3-［ 　　］
　 オンライン 1．地震観測のこれまでと未来 …………………………………………………………………………………………………………………… 10-4-［ 　　］
　 オンライン 2．「防災×情報」の基盤と将来への期待 ……………………………………………………………………………………………………… 10-5-［ 　　］
　 オンライン 3．なぜ防災情報システムは使えないのか？ …………………………………………………………………………………………………… 10-6-［ 　　］
　 オンライン 4．これからの ICT 防災をどのように育てていくか …………………………………………………………………………………………… 10-7-［ 　　］
情報の授業をしよう !：動かして学ぶプログラミングの授業事例 ………………………………………………………………………………………… 10-8-［ 　　］
連載：先生，質問です！………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-9-［ 　　］
ぺた語義：情報処理教育委員会の最近の活動について……………………………………………………………………………………………………… 10-10-［ 　　］
ぺた語義：「アルゴリズム体験ゲーム」から「プログラミング体験ゲーム」へ ………………………………………………………………………… 10-11-［ 　　］
ビブリオ・トーク：イノベーターズ…………………………………………………………………………………………………………………………… 10-12-［ 　　］
5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み：Garfinkel, T. and Rosenblum, M. :  
 　A Virtual Machine Introspection Based Architecture for Intrusion Detection ………………………………………………………………………… 10-13-［ 　　］
IT 紀行：Google ×情報処理学会！　高校生のためのオンラインセッションを見てみた ……………………………………………………………… 10-14-［ 　　］
会議レポート： ACL 2020 参加報告 …………………………………………………………………………………………………………………………… 10-15-［ 　　］
オンライン コラム： 対面の価値 ………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-16-［ 　　］

〔11〕本号で最も良かった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回答く
ださい．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔11-1〕良かった記事 ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 11-1-［ 　　］   
　〔11-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 11-2-［ 　　］   
　〔11-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 11-3-［ 　　　　　］   
　　　a）技術・研究動向がよく分かった　b）知的興味をかきたてられた　c）新たな知識を得ることができた　d）内容が平易で理解しやすかった
　　　e）その他（具体的に下記にご記入ください）

https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html%E3%80%80Fax
mailto:editj@ipsj.or.jp
https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html
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〔12〕本号で最も良くなかった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回
答ください．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔12-1〕良くなかった記事 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 12-1-［ 　　］   
　〔12-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 12-2-［ 　　］   
　〔12-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 12-3-［ 　　　　　］   
　 　　a）記事の内容に誤りがあった　b）ありきたりの内容だった　c）記事が難しすぎた　d）何を言いたいのか分からなかった　e）宣伝の意図が強すぎる
　　 　f）テーマに興味が持てなかった　g）その他（下記に具体的にご記入ください）

〔13〕今月の特集に対する貴方の立場を教えてください．
　〔13-1〕情報と防災：a）専門家　b）非専門家 …………………………………………………………………………………………………………… 13-1-［ 　　］

〔14〕設問〔10〕で読んでいないと答えた記事について，その理由を教えてください．

〔15〕会誌のオンライン版ができたらどのような記事を読みたいか，どのようなコンテンツが期待できるか，などご意見がございましたら教えてください．

〔16〕会誌に対するご意見やご感想，著者への質問，巻頭コラムに登場してほしい人物，今後取り上げてほしいテーマなどありましたらご記入ください．
　　（スペースが足りない場合はお手数ですが別紙を追加してください）

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容
■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会誌配布，会員特典，会費等口座振替，
海外からの送金，賛助会員，電子図書館

■ 会誌編集部門

会誌編集

著作権

editj@ipsj.or.jp

copyright@ipsj.or.jp 03-3518-8371

会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，出版，コンピュータ博物館（情報処理技術遺産）

転載許可，著作権

図　書 tosho@ipsj.or.jp 03-3518-8374 出版物購入

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル／ JIP ／トランザクション）の編集・査読

調査研究／
国際／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，研究グループ，シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会，

情報処理教育委員会，アクレディテーション対応
■ 事業部門

事　業 jigyo@ipsj.or.jp

03-3518-8373

全国大会，FIT，プログラミングコンテスト，プログラミング・シンポジウム，協賛・後援

技術応用 event@ipsj.or.jp

認定情報技術者制度　 ipsj.citp@ipsj.or.jp

連続セミナ，短期セミナ，IT フォーラム，ソフトウエアジャパン，その他講習会

認定情報技術者制度　

■ 管理部門

総務／庶務 soumu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

総会・理事会，支部，選挙，総務系選奨，関連団体，アドバイザリーボード

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，セキュリティ，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

デジタルプラクティス editdp@ipsj.or.jp デジタルプラクティス（DP）の編集・査読，DP レポート

　一般社団法人  情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　https://www.ipsj.or.jp/

■ 各種問合せ先 ■

■ 情報規格調査会

規格部門
問合せフォーム
https://www.itscj.ipsj.or.jp/contact/
index.html

ISO/IEC JTC 1での情報技術の標準化業務
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　https://www.itscj.ipsj.or.jp/

https://www.ipsj.or.jp/
mailto:mem@ipsj.or.jp
mailto:editj@ipsj.or.jp
mailto:copyright@ipsj.or.jp
mailto:editdp@ipsj.or.jp
mailto:tosho@ipsj.or.jp
mailto:editt@ipsj.or.jp
mailto:sig@ipsj.or.jp
mailto:jigyo@ipsj.or.jp
mailto:event@ipsj.or.jp
mailto:ipsj.citp@ipsj.or.jp
mailto:soumu@ipsj.or.jp
mailto:keiri@ipsj.or.jp
mailto:sys@ipsj.or.jp
https://www.itscj.ipsj.or.jp/contact/
https://www.itscj.ipsj.or.jp/
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■ 編集室 ■

　本特集はやや縁起の悪い特集だったかもしれません．

　災害を防ぐICTの特集が提案されたのは数年前でした．しかし，

そろそろ著者候補にお願いしようすると，なぜか地震や台風が起

こったのです．今は防災の専門家は忙しそうだと，なんとなく状況

を察して，特集はなんどか先送りになりました．昨年末（2019/12）

頃，どうやら今ならよさそうだと企画をスタートしました．そして著

者がそろってそろそろ執筆を始めようという矢先に，今度は新型コ

ロナウイルスがやってまいりました．災害は忘れていなくてもやって

くるのですね．

　災害が頻発する今だからこそ，この特集の価値があるかもしれ

ません．著者の先生方には，お忙しい中執筆に取り組んでいただ

き，本当にありがとうございました．

　逐一名前を挙げるのは控えますが，すべての著者の皆様に感謝

します．皆様が失業しない程度に，忙しくなくなる日が来ることを

願っています．

	 金子　格（本特集エディタ）

複写される方へ

　一般社団法人情報処理学会では複写複製および転載複製に係る著作権を学術著
作権協会に委託しています．当該利用をご希望の方は，学術著作権協会（https://
www.jaacc.org/）が提供している複製利用許諾システムもしくは転載許諾システム
を通じて申請ください．
　尚，本会会員（賛助会員含む）および著者が転載利用の申請をされる場合につい
ては，学術目的利用に限り，無償で転載利用いただくことが可能です．ただし，利
用の際には予め申請いただくようお願い致します．
権利委託先：一般社団法人学術著作権協会
　　　　　　〒 107-0052	東京都港区赤坂 9-6-41　乃木坂ビル
　　　　　　	E-mail	:	info@jaacc.jp　Tel	(03)3475-5618　Fax	(03)3475-5619
　また，アメリカ合衆国において本書を複写したい場合は，次の団体に連絡してください．
　　　　　　Copyright	Clearance	Center,	Inc.
　　　　　　222	Rosewood	Drive,	Danvers,	MA	01923			USA
　　　　　　Phone	:	1-978-750-8400　Fax	:	1-978-646-8600

Notice for Photocopying

	 Information	Processing	Society	 of	 Japan	 authorized	 Japan	Academic	Association	For	
Copyright	Clearance	(JAC)	to	license	our	reproduction	rights	and	reuse	rights	of	copyrighted	
works.	If	you	wish	to	obtain	permissions	of	these	rights	in	the	countries	or	regions	outside	
Japan,	 please	 refer	 to	 the	 homepage	 of	 JAC	 (http://www.jaacc.org/en/）	and	 confirm	
appropriate	organizations.
	You	may	reuse	a	content	for	non-commercial	use	for	free,	however	please	contact	us	directly	
	to	obtain	the	permission	for	the	reuse	content	in	advance.
<All	users	except	those	in	USA>
	 Japan	Academic	Association	for	Copyright	Clearance,	Inc.	(JAACC)
	 6-41	Akasaka	9-chome,	Minato-ku,	Tokyo	107-0052			Japan
	 E-mail	:	info@jaacc.jp
	 Phone	:	81-3-3475-5618　Fax	:	81-3-3475-5619
<Users	in	USA>
	 Copyright	Clearance	Center,	Inc.
	 222	Rosewood	Drive,	Danvers,	MA	01923			USA
	 Phone	:	1-978-750-8400　Fax	:	1-978-646-8600

次号（1 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

特別解説：HER-SYSはなにが問題だったか ～先行導入，本導入，改修提案を振り返って～ ………………………………… 日野麻美

「特集」AI 人材教育　※本編はオンライン版のみ掲載となります
日本のAI戦／滋賀大学におけるＡＩ人材教育／長岡高専におけるAI人材教育─AIを自然に使いこなすAIR Techエンジニアの育成─／早稲田大学

におけるAI人材教育─学生から社会人まで／システム・インテグレーション企業におけるAI人財・ディジタル人財の育成の取り組み

教育コーナー：ぺた語義

連　載：IT紀行／ 5分で分かる !?有名論文ナナメ読み／情報の授業をしよう！／先生，質問です！／ゼロからはじめるアルゴリズム／

　　　　ビブリオ・トーク

コラム：巻頭コラム

https://www.jaacc.org/
https://www.jaacc.org/
mailto:info@jaacc.jp%E3%80%80Tel
http://www.jaacc.org/en/
mailto:info@jaacc.jp
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック ☑ を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（ま
たは E-mail にて必要事項を記入の上）アドコム・メディア（株）宛にご請求ください．

■「情報処理」　61 巻 12 号　掲載広告（五十音順）

■「情報処理」
発　　行	 一般社団法人	情報処理学会
発行部数	 20,000 部
体　　裁	 A4 変形判
発 行 日	 毎当月 15 日
申込締切	 前月 10 日
原稿締切	 前月 20 日
広告原稿	 完全版下データ
原稿寸法	 1 頁	 天地 250mm ×左右 180mm
	 1/2 頁	 天地 120mm ×左右 180mm
雑誌寸法	 天地 280mm ×左右 210mm

■広告料金表
掲載場所 4 色 1 色

表 2 330,000 円
（税抜） ─

表 3 275,000 円
（税抜） ─

表 4 385,000 円
（税抜） ─

表 2 対向 300,000 円
（税抜） ─

表 3 対向 265,000 円
（税抜）

155,000 円
（税抜）

前付 1 頁 250,000 円
（税抜）

135,000 円
（税抜）

前付 1/2 頁 ─ 80,000 円
（税抜）

前付最終 ─ 148,000 円
（税抜）

目次前 ─ 148,000 円
（税抜）

差込
（A4 変形判 70.5kg 未満　1 枚）

275,000 円（税抜）

差込
（A4 変形判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

350,000 円（税抜）

同封
（A4 変形判　1 枚）

350,000 円（税抜）

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073		東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□インタフェース ……………………………… 表 2

□講談社………………………………………… 前付 2

□コロナ社 ……………………………………… 目次前

□とめ研究所 …………………………………… 前付 3 上

□フォーラムエイト …………………………… 表 2 対向

□ すべての会社を希望

mailto:sales@adcom-media.co.jp%E3%80%80%E3%80%80
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賛
助
会
員
の
ご
紹
介

本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（10 〜 19口）

（株）リクルート グーグル合同会社 （株）NTTドコモ （株）東芝

日本電信電話（株） 日本マイクロソフト（株） （株）フォーラムエイト

●●● 賛助会員（20 〜 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント 日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（3 〜 9口）

（一社）情報通信技術委員会 （株）NTT データ グリー（株） 楽天技術研究所 （一財）インターネット協会

4色印刷用
C 100%
M 55%
K 35%

情報サービス産業協会 トレンドマイクロ（株） NTT コムウェア（株） NTT テクノクロス（株） （株）うえじま企画

沖電気工業（株）  キヤノンマーケティングジャパン（株）    コアマイクロシステムズ（株） 三美印刷（株） （株）セプテーニ

ソニー（株） チームラボ（株） （株）テクノプロ　
テクノプロ・デザイン社

パナソニック（株） みずほ情報総研（株）

https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html
mailto:mem@ipsj.or.jp


【ご案内】会誌「情報処理」の特集記事について

会誌「情報処理」の特集記事は，これまで冊子，オンライン（電子図書館）の両方に掲載しておりましたが，次のとお

りオンラインのみへの掲載に変わりました．

◆開始月：2020 年 11 月号（発行日：2020年 10月 15日）

◆閲覧方法：会員区分によって異なりますので以下をご確認ください．

【個人会員の皆様】

電子図書館（情報学広場：https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/）にログインし，該当記事の pdfをダウンロードしてください．

すでに電子図書館をご利用いただいている方は今までどおりです．

電子図書館を初めて利用される方は，会員としてのユーザ登録が必要になります．

未登録の方には毎月上旬に次の件名のメールを送信しておりますので，到着次第，登録してください．

　•件名： [ 情報学広場 :情報処理学会電子図書館 ] ユーザー登録のご案内

　•差出：ipsj-ixsq@nii.ac.jp

★詳細：電子図書館利用方法（個人用）－利用までの流れ（https://www.ipsj.or.jp/e-library/ixsq.html#anc2）

ご案内メールをお急ぎの方や閲覧方法が分からない方は，会員サービス部門（E-mail: mem@ipsj.or.jp）に会員番号を

添えてご連絡ください．

【賛助会員各位・購読員の皆様】

賛助会員・購読員の企業・大学に所属されている方に「情報処理」（冊子）を貸し出しした場合，特集の閲覧方法につい

て照会がございましたら，次の手順をお知らせください．

＜手順＞

（1）「情報処理」の特集ページ（扉または概要ページ）を開く．

（2）閲覧申込の URLにアクセスする（または QRコードを読み取る）．

（3）必須事項を入力し送信する．

（4）次の件名（12月号の場合）の受信メールに従って，電子図書館から特集の pdfをダウンロードする．

　•件名：情報処理 2020年 12月号（Vol.61, No.12）「チケットコード」とご利用方法のご連絡

★注意事項

　•法人アカウントではご利用いただけません．

　•閲覧される方が電子図書館のユーザ IDをお持ちでない場合は，ご自身でユーザ登録する必要があります．

本件に関する問合せ先：一般社団法人情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp

電子図書館
（情報学広場）

【個人会員】
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